
1 

日本生理人類学会誌投稿規程および執筆要項 

(2020年8月1日改訂) 

 
はじめに 
 日本生理人類学会誌  (英文名: Japanese 
Journal of Physiological Anthropology)は、（一社）

日本生理人類学会が発行する和文誌で、1996年
2月に創刊されました。 
 （一社）日本生理人類学会は、ヒトの生
物学的特性と人類文化の本質とを解明し、ヒ

トの本質を重視することによって人間生活の
改善・向上に資するという共通の認識の下に、
人間工学、建築学、医学、生活科学、家政学、
健康科学、体育学、生物学、人類学、電子工
学、機械工学、デザイン科学、芸術学、心理学
など多様な角度からヒトを生理人類学的に科

学し、その福祉に貢献する学会です。 
 日本生理人類学会誌は、このように広い視野
からヒトに関わって行われた研究の成果を、
日本語で発表する媒体として位置づけら
れていますが、とくに環境適応能、機能的潜
在性、生理的多型性、テクノアダプタビリティ、
全身的協関といった 5つのキーワードで示され
る生理人類学的観点に基づいて得られた知

見をまとめた原稿の投稿を推奨しています。 
 
投稿カテゴリー 
日本生理人類学会誌は、総説、原著論文、研究
報告、短報、技術報告、その他、討議・回答な

ど、多くのカテゴリーに分類される原稿の
投稿を受け付けています。下記に本誌で取り
扱うカテゴリーと概略を示します。投稿に際し、
著者は投稿する原稿にふさわしいカテゴリー
を一つだけ選んで下さい。査読中のカテゴリー
変更はできません。 
 
総説 

生理人類学に関する諸問題を客観的な資料・考

察に基づいて広い視点から論じたものです。 

 

原著論文 

独創性と新規性の高い理論的または実証的な

研究論文です。多くの研究論文はこのカテゴリ
ーとなります。 

 

研究報告 

実測・試験・調査等のデータをまとめた研究で、 

将来的に研究・設計・開発・評価等に有用な資 
料として参考になるものとします。 

 

短報 

独創性、緊急性のある萌芽的研究で、発展性の
期待できる研究を手短にまとめたものです。 

 

技術報告 

新たな手法・実験装置の開発、それらによる有
用な結果についてまとめたものです。 

 

その他 

トピックス・ノートなど編集委員会で必要性を

認めたものです。 

 

討議・回答 

上記の各カテゴリーに属する論文に対する質

疑、提言等を簡潔に述べたもので、著者は回答
の義務を有します。図表を含め刷上り2頁の長
さでなければなりません。なお、討議の受付期
間は掲載誌発行後1年以内とし、討議・回答の
掲載料は無料です。 

 
研究倫理に関する規定 
（一社）日本生理人類学会ではヒトを対象と
した研究に関して「倫理原則」が定められて
います（http://jspa.net/ethical）。この原則を
受け、日本生理人類学会誌へ投稿する論文に

記載された研究は人権に最大限配慮するとと
もに、倫理的配慮がなされていなければなり
ません。具体的にはヒトを対象とした研究の
実施にあたり、ヘルシンキ宣言などの国際指
針および所属組織の指針に則っとり、かつ所
属機関あるいは関連機関の倫理審査委員会で

承認を事前に受けておかなければいけません。
実験、観察、調査の実施前には、参加者や患
者全員から書面ないしは明示された形で実
験・観察・調査への参加の承諾（インフォー
ムドコンセント）を得てください。また、参
加者の病歴や遺伝情報を含む個人情報の管理

と保護には万全の方策を講じてください。そ
して論文の『方法』の中で、これらを実施し
た上で研究を行なったことを書いてください。 
動物を対象とした研究は、NIHガイドライン



2 

などの国際指針および所属組織の指針に則っ
とり、かつ所属機関あるいは関連機関の倫理
審査委員会で承認を受けたうえで研究を行な
ってください。また実験動物の飼育管理・実
験実施に関して、関連法を必ず遵守するよう
にしてください。論文の執筆にあたり、『方法』

の中にこれらを遵守して実施したことを必ず
書いてください。特に実験動物の入手先、飼
育環境、苦痛の除去（麻酔や手術中のモニタ
ーや手術後の処置など）、屠殺方法、その際の
薬品名やその投与量・頻度、観察・処置法を
具体的かつ詳細に記述してください。 
筆頭著者および共著者は投稿論文に対して研
究上、明確な役割を果たした方のみとして下さ
い。たとえば研究の総括、計画立案、実施、論
文執筆などの貢献があった方が該当します。単
に研究費を提供したとか上司であるといった
理由では著者として認められません。研究上、

明確な役割のない方を著者として加える行為
はgift authorshipとなり研究倫理に反することに
なります。 
なお研究倫理に関する情報は（独）日本学術
振興会が運営する研究公正に関するホームペ
ージに詳述されていますのでご確認ください

（ 2020 年 5 月 15 日 確 認 ： 
https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.html）。 
 
二重投稿・二重出版の禁止 
日本生理人類学会誌は他の学術雑誌と同様二
重投稿・二重出版を認めていません。ただし

学会発表やシンポジウム講演などの際に公表
した短い発表抄録はこれらに該当しません。 
 
投稿原稿執筆要項 
原稿には日本生理人類学会誌原稿送付票をつ
けてください。原稿送付票および投稿原稿フ

ォーマットは学会ホームページからダウンロ
ードしてご使用下さい。原稿はA4サイズで4
辺に最低 25mm の余白を取って作成します。
ファイルのフォーマットは PDF と MS-Word
の両形式とします。原稿は「表紙」、「英文要
旨」、「本文」、「謝辞」、「引用文献」、「表」、「図」、

「図の説明」の順に連続したページで構成し
てください。 
 
1．表紙 
原稿の投稿区分、題目（和文及び英文）を記述

してください。 
 
2．英文要旨・キーワード 

原稿の要旨を英文にて記述下さい（100語前後）。

投稿前 にネイティブチェックを受けてくださ
い。英文要旨の最後の部分に 3-5個のキーワード
（和文および英文）を挙げてください。 
 
3．本文 
本文は新規ページから開始してください。ま
た、左余白に行番号を記してください。原著
論文と研究報告は一般的に緒言、方法、結果、
および考察で構成されています。 
緒言：研究の目的を明らかにし、従来の論文と
の関連をまとめてください。文献の引用は最も
適当なものにとどめてください。方法：研究

方法は、読者がその研究を再現できるほど
に十分に詳しく記述してください。結果：重
要な知見のみを論理が一貫するように本文、表、
図中に記述してください。表や図の中に示され
ているデータを結果の部分で単に繰り返す
のは避けてください。考察：研究で得られた

新しくかつ重要な知見を強調してください。得
られた知見について、これまでの論文との関係
や、その限界について記述してください。前の
セクションで述べられたことを繰り返しては
いけません。データの範囲を超えて飛躍した結
論を述べることは避けてください。また、本文

における句読点は「、。」方式に統一します。 
 
4．謝辞等 
著者は研究に対する経済的、およびその他

の利害の絡みについて認識し、開示する責
任があります。研究に際して、経済的・人的
支援、試料・動物等の提供を受けた場合はその旨を記
述してください。また共著者が投稿時点で死亡
している場合は、その旨を書いてください。 
 

5. 利益相反（Conflict of Interest） 
投稿論文に関わる研究に関して、利益相反の有

無を記述してください。利益相反の有無は研究
に対する公平性や客観性を判断する上で重要
です。利益相反がない場合は、『（例）本論文
に関して、開示すべき利益相反はない。』など

と宣言してください。利益相反がある場合は、
『（例）本研究を実施するにあたり、○○○○
（著者名）が○○○○（企業名）から研究費を
受けた。』、『（例）○○○○（著者名）は、
○○○○（企業名）の社外取締役を務めている。』
など具体的に記述してください。 
なお、利益相反に関する詳しい情報は（独）
日本学術振興会が運営する研究公正に関する
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ホームページをご確認ください（2020年5月
15日確認: https://www.jsps.go.jp/j-kousei/ rinri. 
html）。個別の利益相反の事例に関して不明な
場合は所属している大学・機関の研究支援部
門あるいは法務部門等に相談してください。 
 
６．引用文献 
文献はすでに出版されているか、出版されるこ
とを前提として早期公開されているもののみ
引用可能です。引用文献は、本文の後に使用

順に番号を付け、 末尾にまとめて掲載して下
さい。また、本文中の引用箇所に肩付き文字

１）

２）

で明記して下さい。引用文献の記述形式は次
の通りとします。 
• 雑誌の場合は、著者姓名. 論題. 雑誌名, 

巻: 最初の頁-最後の頁, 西暦年 
• 単行本の場合は、著者姓名. 書名, 洋書の

場合は出版所（和書の場合は不要）, 西暦
年とする。全文に渡って引用する場合は
ページ数を記載しない。また、書籍中の
章を引用する場合、当該章の題目と頁を
記載する。 

• 著者名は必ず姓名で記す。英文表記の場

合も同様とする。 
 

以下に引用文献の例を示します。なお共著者
が10名を超える場合は、最後の著者名の後ろ

に et al. ないしは「ら」とつけて省略してく
ださい。 
 
• 野口正憲, 齋藤誠二, 綱分憲明, 吉塚一

典, 村木里志, 綿貫茂喜. 現代日本人に
おける15歳から20歳男女の体型の多様

化. 日本生理人類学会誌, 13: 309-314, 
2008 

• 岩永光一. ヒトの適応能. 日本生理人類
学会 (編), カラダの百科事典. 丸善, 
652-698, 2009 

• 佐藤方彦 (編).日本人の事典. 朝倉書店, 
2003 

• 日本生理人類学会. 日本生理人類学会

「 倫 理 原 則 」 . Retrieved from 
http://jspa.net/ethical (May 15, 2020) 

• Kozaki T, Yasukouchi A. Relationship 
between salivary estradiol and components 
of mental rotation in young men. J Physiol 
Anthropol, 27: 19-24, 2009  

• Takao M, Miyajima H, Shinagawa T. 

Diurnal modulation of visual motion 
prediction. Chronobiol Int, Advance online 
publication. 
https://doi.org/10.3109/074205 
28.2015.1053564  

• Takao M. Health effects of occupational 
exposure to LED light: A special reference 
to plant cultivation works in plant factories. 
in Kozai T, Fujiwara K, Runkle ES. eds. 
LED Lighting for urban agriculture. 
Springer , 429-443, 2016 

 
7．表 
表は新規ページから開始し、本文中で記述した
順にアラビア数字で番号を振ってください。表
は本文を参照しなくても理解できるよう

なものでなくてはなりません。説明的な内容は
表題にではなく、脚注において行ってください。
各々の表で使用された非標準的な略語はす
べて脚注において注釈を与えてください。 
 
8．図 
図は新規ページから開始し、表題と説明文は
同じ頁に記入してください。全ての図におい
て、本文中でそれらが最初に引用された
順番に従って全体を通じて一連番号を振り、

それぞれ個別の用紙に記載して投稿して下
さい。最終原稿（掲載原稿）においてカラー
図を希望する場合は、投稿時からカラー図を
用いて下さい。図は本文を明確にするため
の最小限のものに制限されます。これまで
に出版された図表は通常受け入れ不能となり

ます。 
 
9. 著者紹介 
オプションとして著者紹介を掲載することも

可能です。その場合、著者全員の紹介をする

必要はありません。なお著者の写真の掲載は

行っておりません。 

著者紹介は一人当たり150文字以内で記入し

てください。内容は、氏名、生年、出身地、

会員区別（正会員、学生会員、非会員）、所属、

職位、連絡先、学歴、卒業・修了年、就任年、

学位、学位取得年、経歴、簡単な研究紹介、

e-mailアドレスのみとします。氏名は必ずご

記入いただきますが、それ以外は上記の項目

から必要なものを選んでください。 
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（例）生理太郎。xxxx 年○○県で生まれる。

家電メーカー勤務を経て xxxx 年○○大学大

学院で博士（医学）を取得。○○○○研究所

（博士研究員）を経て、xxxx年○○大学○○

学部助教就任。xxxx年から教授。現在、高圧

環境下における循環動態に関する生理人類学

的研究に従事している。****@******.ac.jp 
 
10. 原稿送付票 
原稿投稿時には原稿送付票に和文抄録の添付
を200字程度で記述して下さい（フォーマット

は（一社）日本生理人類学会HPよりダウンロー
ド可能）。これは本誌編集委員会が、スムーズ
な査読者選定を行うために用いるもので、投稿
原稿が最終的に受理された場合には、掲載対象
とはなりませんのでご留意願います。また、ど
こに生理人類学的要素（研究視点や対象など）

があるのかを記述して下さい。 
 
査読システムについて 
新規投稿された原稿は編集委員会にて受け付

け、その旨、電子メールでお知らせします。た
だし、和文誌編集委員会において投稿規程に準
じていないと判断された場合、研究の実施に際
して研究倫理や関連法令の遵守、そして利益相
反に重大な問題があると判断された場合、論文
を受け付けない場合があります。また科学論文

として大きな欠陥が認められると判断された
場合は査読プロセスを経ず掲載拒否とさせて
いただく場合があります。原稿を受け付けた後、
編集委員会において学会内外から2名以上の査
読者を決定し、速やかにsingle blindで査読（最
大3次）が行われます。査読結果は直ちに著者（連

絡先）へ電子メールで送付され、補筆のうえ返
送していただきます。原則として2名の査読者よ
り再査読なしの判定が得られた時点で原則的に
は掲載決定となりますが、最終的な判断は編集
委員会が行います。また掲載順も編集委員会に
て決定します。学会誌の発行は原則2、5、8,、
11月の年4回で、掲載決定から可能な限り直近
の学会誌に掲載されます。 
 
投稿先 
原稿の投稿は電子投稿とし、日本生理人類学会
誌原稿送付票も含まれた原稿ファイルを 電子
メールに添付し、jjpa@jspa.netに送付してくださ
い。電子メールの件名は「新規（筆頭著者名）」

としてください。投稿原稿はMS-Wordとpdfの

両形式で作成されることとし、原稿送付票、表
紙、英文要旨、本文、謝辞、引用文献、表、図
をひとつのファイルにまとめてください。ファ
イル名は「新規（筆頭著者氏名）」としてくだ
さい。 
また原稿の投稿に際して連絡著者の責任で、共

著者全員から論文の投稿および本誌における
出版に関して許諾を得てください。なお投稿す
る際のメール本文に『著者全員は本原稿の日本
生理人類学会誌への投稿と掲載について承諾
している。』と宣言するとともに、著者全員の

メールアドレスをカーボンコピー（Cc）に加え、
全著者に投稿する旨が伝わっていることが和
文誌編集委員会で確認できるようにしてくだ
さい。もし投稿時点で著者が死亡するなどして
本人の意思が確認できない場合は、その旨を表
紙の「その他」の欄にご記入ください。 
 
採択後の手続き及び掲載料 

原稿が採択された場合、編集委員会から組版
会社に原稿が送られ、テスト原稿（初稿）を
作成します。初稿は責任著者の元へ送られ、
修正箇所がないかどうか確認した後、組版会
社へ返送願います。この段階での修正は、例

えば誤字脱字の修正等、査読内容に触れない
程度のものに限定します。なお、著者校正は
原則1回だけとします。 

掲載料は下表のとおりです。筆頭著者が会員

（学生会員含む）の場合と非会員の場合で掲載
料が異なります。なお出版後に掲載料が明記さ
れた請求書を送付いたしますので指定された
金融機関にお支払いください。 

 

筆頭著者 掲載料 

会員（学生会員含む） 1頁につき5千円 

非会員 1頁につき8千円 

 
著作権 

本誌に掲載された原稿の著作権は（一社）日本
生理人類学会に帰属します。 
 

備考 
本誌は25巻1号（2020年）より「科学技術情報

発信・流通総合システム」（J-STAGE）に論文
を掲載する電子ジャーナルとなりました。冊子
体の印刷･発行は24巻4号にて終了しました。 


